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に十分に対応してきているとは言い難い。Richmond (2008)、Galtung and Webel (2007)、 Piaget 





















• 開発した IDモデルを適用した GCP実施中に、教員や学生にとって問題となること
はあったか。 
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論文審査結果の要旨 
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隔教育プログラムの目標を達成するためのインストラクターと学生の動的な役割についてもさ
らに付け加えられると良いだろう。 
 
これらの審査結果に基づき、我々はこの候補者に博士号が授与されるよう、推奨するものであ
る。 
 
結びに、審査委員会は、福田彩氏の多大なる努力を認め、本論文審査の成功を祝福する。 
 
 
 
